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昔の自分達に助けて貰おう！ 
～時空間同室感(t-Room)における蓄積情景処理とその応用～ 

テレビ会議は普及しつつあります
が、その録画をどうしたらよいの
か、また会議や共同作業の様子を
録画したものをどうしたら有効活
用できるのか、という課題が残さ
れています。この展示では時空間
同室感（t-Room）研究の一環とし
て、過去情景を蓄積し、それを活
用する技術を紹介します。 

通常テレビ会議を録画し再生する
と、会議録画時に誰がどこに座っ
ていたかという空間配置の情報が
失われます。実際の人間と画面上
の映像とを“同じ部屋に置く”同
室感技術は、現在そこに居る人間
と録画した過去情景の再生像をも
“同室化”し、空間配置整合性を
保持した再生を可能にします。 

会話を記録しそれを再生しながら
返答・質問を再記録する非同期コ
ミュニケーションは、時差のある
グローバルな職場環境や多様な働
き方を支援します。またチームや
デスクでの作業を全記録し、困り
事が生じた際に過去情景を再生す
ることで、「過去の自分（達）に
助けて貰える」環境を創ります。 
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技術: 人と画面上の映像との同室感技術を、現在と記録像との“同室化”に適用 
 空間配置整合性を保持する（コヒーレントな）蓄積型ビデオ会議等を実現 
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課題: テレビ会議を録画再生すると会議の場にあった空間配置情報が失われる 
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活用: 録画とその再生を活用する蓄積型ビデオ会議／過去情景再生による作業支援 

先週 今朝 昨日 先週 今朝 先週 昨日 これか どのメニューだっけ？ 
会話や伝言を録画し、それを
再生しながら質問・返答を再記
録していく非同期蓄積型コミュ
ニケーション環境 

チームの会話やＰＣ作業の途中
でその空間の過去情景を再生す
ることで作業支援を行う環境 
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